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（ 2）第 4 4 0 号 上 智 大 学 通 信 2 0 1 9 年（令和元年） 1 2 月 2 3 日

　愛する兄弟姉妹の皆さん。

　わたしの教皇としての日本司牧訪問の最後に、貴国

を発ってローマに戻る前の少しの時間を皆さんととも

に過ごせることを大変うれしく思います。

　この国での滞在は短いものでしたが、大変密度の濃

いものでした。神と、日本のすべての人々に、この国

を訪れる機会をいただいたことを感謝します。日本は、

聖フランシスコ・ザビエルの人生に多大な影響を与え

た国であり、多くの殉教者がキリスト教信仰をあかし

した国です。キリスト教信者は少数派ですが、存在感

があります。わたし自身、カトリック教会に対して一

般市民がもつ好意的評価を目にしましたが、こうした

互いの敬意が、将来において深まっていくことを期待

します。また、日本社会は効率性と秩序によって特徴

づけられていますが、一方で、何かそれ以上のものを

望み、探しているように見受けられます。よりいっそ

う人間らしく、もっと思いやりのある、もっといつく

しみに満ちた社会を創り出したいという熱い望みを感

じます。

　学問と思索は、すべての文化にあるものですが、皆

さんの日本文化はこの点において、長い歴史にはぐく

まれた豊かな遺産として誇るべきものです。日本はア

ジア全体としての思想とさまざまな宗教を融合し、独

自の明確なアイデンティティをもつ文化を創り出すこ

とができました。聖フランシスコ・ザビエルが深く感

銘を受けた足利学校は、さまざまな見聞から得られる

知識を吸収し伝播するという日本文化の力を示す好例

です。学問、思索、研究にあたる教育機関は、現代文

化においても重要な役割を果たし続けています。それ

ゆえ、よりよい未来のために、その自主性と自由を保

ち続けることが必要です。大学が未来の指導者を教育

する中心的な場であり続けるとしたら、そこでは、及

ぶかぎり広い範囲における知識と文化が、教育機関の

あらゆる側面が、いっそう包摂的で、機会と社会進出

の可能性を創出するものになるような着想を与えるも

のでなければなりません。

　ソフィア（上智）。人間は自らの資質を建設的かつ

効率的に管理するために、真のソフィア、真の叡智な

るものをつねに必要としてきました。あまりにも競争

と技術革新に方向づけられた社会において、この大学

は単に知的教育の場であるだけでなく、よりよい社会

と希望にあふれた未来を形成していくための場となる

べきです。そして、回勅『ラウダート・シ』の精神で、

自然への愛についても加えたいと思います。自然への

愛は、アジアの文化に特徴的なものです。ここに、わ

たしたちの共通の家である地球の保護に向けられる、

知的かつ先見的な懸念を表現すべきでしょう。その懸

念は、技術主義（テクノクラティックパラダイム）の

一部である還元主義的な企て全体を掘り下げ、疑問視

できる、新たなエピステーメーの促進と結びつきうる

ものです（同１０６－１１４参照）。見失わないでください。

瞞であることが少なくないこの時代にあって、まさに

必要とされるそうした誠実さにおいて知られる者とな

ってください。

　イエズス会が計画した「使徒の世界的優先課題」は、

若者に寄り添うことが、世界中で重要な現実であるこ

とを明確にし、イエズス会のすべての教育機関が、こ

うした同伴を促進すべきとしています。若者をテーマ

としたシノドス（世界代表司教会議）と関連文書が示

しているように、教会全体が、世界中の若者たちを、

希望と関心をもって見つめています。皆さんの大学全

体で、若者たちが単に準備された教育の受け手となる

のではなく、若者たち自身もその教育の一翼を担い、

自分たちのアイデアを提供し、未来のための展望や希

望を分かち合うことに注力すべきです。皆さんの大学

が、このような相互のやり取りのモデルを示し、そこ

から生み出される豊かさと活力によって知られる存在

となりますように。

　上智大学のキリスト教とヒューマニズムの伝統は、

すでに述べたもう一つの優先事項と完全に一致しま

す。すなわち、現代世界において貧しい人や隅に追い

やられた人とともに歩むことです。自らの使命に基軸

を置く上智大学は、社会的にも文化的にも異なると考

えられているものをつなぎ合わせる場となることにつ

ねに開かれているべきです。そうすれば、格差を縮め、

隔たりを減らすことに寄与する教育スタイルを推進し

うる状況を追求しつつ、隅に追いやられた人々が大学

のカリキュラムに創造的に巻き込まれ、組み入れられ

るでしょう。良質な大学での勉学は、ごく少数の人の

特権とされるのではなく、公正と共通善に奉仕する者

という自覚がそこに伴われるべきです。それは、各自

が働くよう課された分野で、めいめいが果たす奉仕な

のです。わたしたち全員にとっての大義であり、ペト

ロがパウロに与えた今日でも明白な助言です。「貧し

い人たちのことを忘れてはいけません」（ガラテヤ２

・１０参照）。

　上智大学の愛する若者、愛する教員、愛する職員の

皆さん。このようなわたしの考えと、今日のわたした

ちの集いが、皆さんの人生とこの学びやの今後におい

て実を結びますように。主なる神とその教会は、皆さ

んが神の叡智を求め、見いだし、広め、今日の社会に

喜びと希望をもたらす、その使命に加わるよう期待し

ています。どうぞ、わたしのため、そしてわたしたち

の助けを必要としているすべての人のために、祈るこ

とを忘れないでください。

　最後に、いよいよこうして日本を離れるに際し、皆

さんに感謝します。そして皆さんを通して、すべての

日本の人に、わたしの訪問中にくださった心のこもっ

た温かい歓迎に感謝いたします。わたしの胸の中に、

祈りの中に、皆さんがおられることを約束します。
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協議会

　教皇フランシスコの訪日を世界が注目する中、私たち上智大学はキャンパスに

教皇をお迎えしました。この歴史的イベントに立ち会う栄誉に与った私たちは、

教皇の託されたメッセージを、そしてその感動を多くの人に伝える責務があると

自覚すべきでしょう。

　教皇の上智大学構成員への呼びかけは、取り巻く環境の変化に日々奔走する私

たちの心を大いに揺さぶるものであったことは言うまでもありません。私がまず

感銘を受けたことは、教皇のスピーチが、アジアに向けて、日本に向けて、そし

て何よりも上智大学に向けて準備いただいたものであったということです。私た

ちの文化的な背景に言及され、その特性を指摘されて、文字通り私たちにスピー

チの対象としての当事者であることを自覚させてくださいました。そして日本と

いう国にあって、上智大学がそのアイデンティティを発揮することに高い期待を

示してくださったのです。その上で、現在世界が置かれた状況への貢献を呼びか

けられました。弱き者への寄り添い、環境への配慮に代表される地球規模の課題

解決に向けて、私たちの存在意義をお示しくださいました。

　教皇の存在感を目の当たりにし、お話を傾聴する機会を得た私たちには二つの

起こすべき行動があると思います。一つは、教皇が示されたあるべき社会の姿を、

まずこの上智大学のキャンパスに実現することです。弱き者への寄り添い、環境

への配慮など、まず私たちのキャンパスで表現してみることが重要ではないでし

ょうか。また、学生が教育の一翼を担うことも促されました。学生が主体的に学

び、教育の有り様にも積極的にアイデアを出す、そんなキャンパス風土こそが、

前述の課題解決に向けた若い力の発揮につながるとお考えになられたのだと思い

ます。

　今一つは、教皇のメッセージを受けた私たちの取組みを世界に発信していくこ

とです。私たちは、イエズス会大学として、揺るぎない建学の理念、教育精神を

有しています。教育、研究の取組みの多くは、この理念、精神の具現化に方向付

けられています。これらを世界に発信し、共有することは、私たちの存在の大き

な意義であると思います。

　教皇をお迎えした大学として、上智大学は、そのキャンパス環境も、教育・研

究の成果も、正しい社会の実現に向けて世に問い続ける存在となりましょう。そ

のことこそが、過密なスケジュールの中でお立ち寄りくださった教皇への感謝の

気持ちの証になると思うのです。

　教皇フランシスコが来校されるという喜ばしいできごとに恵まれたことを感謝

するとともに、「叡智の座の大学で学ぶ学生に」くださった教皇のメッセージを

とおして、学生のみならず学院とその学校全体にとっても力強い励ましをいただ

いたと感じます。人々との直接の出会いを大切にする教皇は出身修道会であるイ

エズス会の学校を訪問することを望まれ、聖フランシスコ・ザビエルに遡る上智

の建学の精神を、現代という時代状況にふさわしく生かす上で最優先されるべき

点について、示唆を与えてくださいました。上智大学という場で語られた教皇の

メッセージですが、学院のすべての教育機関にとても深く心にとめるべき内容を

もっています。

　教皇のメッセージには、イエズス会学校の教育が目指すところが鮮明に描き出

されています。社会をより人間的なものとするために積極的に貢献する「イグナ

チオ的リーダーシップ」を身につけて卒業するように、とくに地球に配慮し貧し

い人々の高等教育機会を確保する「いっそう包摂的」な社会を思い描けるように、

教育機関のあらゆる側面がそのような「着想を与える」ものであるべき、という

ヴィジョンが提示されています。しかもそれが「キリスト教的、国際的」という

上智大学のアイデンティティーに基づくヴィジョンであることを確認して、「皆

さんの大学のアイデンティティーのこのような側面がいっそう強化され、今日の

テクノロジーの大いなる進歩が、より人間的かつより公正で、環境に責任ある教

育に役立つものとなると確信しています」と言われています。未来を創る若者と

りわけ経済的困難という問題を抱える地域の若者への支援、地球環境の問題を引

き起こす不公正な社会構造への取り組み、どのような生命もふさわしく尊重され

る社会・文化形成のための技術的、倫理的、宗教的研究など、全世界のイエズス

会学校をはじめとする諸教育機関と協働することが上智に期待されています。

　卒業生への期待は、「識別」を身につけることです。「何が最善なのかというこ

とを意識的に理解した上で、責任をもって自由に選択するすべを習得せずに卒業

する人がいてはなりません」。「卒業生」の重要さについては、上智大学が評価さ

れるべき尺度が「他者のために、他者と共に生きる」卒業生を輩出しているかど

うかにあると、本年７月に来校されたイエズス会総長アルトゥーロ・ソーサ神父

も述べています。上智の精神にふさわしい卒業生を世に送り出すという目標に基

く教育・研究・社会貢献の活動を整備することが、教皇フランシスコの励ましへ

のふさわしい応答です。

「真正な人間性は、閉じた扉の下からそっと入り込む

霧のようにほとんど気づかれないながらも、新たな総

合へと招きつつ、テクノロジー文化のただ中に住まっ

ているようです。真正なものの粘り強い抵抗が生まれ

るのですから、いろいろなことがあったとしても、期

待し続けることはできるのではないでしょうか」（同１

１２）。

　上智大学はつねにヒューマニズム的、キリスト教的、

国際的というアイデンティティによって知られてきま

した。創立当初から、さまざまな国の出身の教師の存

在によって豊かにされてきました。時には対立関係に

ある国々からの出身者さえいました。しかしながら、

すべての教師たちが、日本の若者たちに最高のものを

与えたいという願いによって結ばれていたのです。ま

さにこれと同じ精神が、皆さんが日本と国外で、もっ

とも困っている人々を支援しているさまざまなかたち

の中に脈々と続いています。皆さんの大学のアイデン

ティティのこのような側面がいっそう強化され、今日

のテクノロジーの大いなる進歩が、より人間的かつよ

り公正で、環境に責任ある教育に役立つものとなると

確信しています。上智大学が礎を置く聖イグナチオの

伝統に基づき、教員と学生が等しく思索と識別の力を

深めていく環境を作り出すよう、推進していかなけれ

ばなりません。この大学の学生の中に、何が最善なの

かということを意識的に理解したうえで、責任をもっ

て自由に選択するすべを習得せずに卒業する人がいて

はなりません。それぞれの状況において、たとえそれ

がどんなに複雑なものであったとしても、己の行動に

おいては、公正で人間的であり、手本となるような責

任あることに関心をもつ者となってください。そして、

決然と弱者を擁護する者と、ことばと行動が偽りや欺

教皇に託されたもの、上智大学の存在意義

上智大学長　瞱道 佳明

教皇メッセージに応えて

上智学院理事長　佐久間 勤

教皇フランシスコからの
メッセージ（全文）




